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親、保護者、および適格な生徒への通知: 生徒情報

生徒情報– 連邦法の家族教育の権利とプライバシー法 (FERPA)は、ハワイ州教育省 (HIDOE) に、特定の例外を除き、
管轄内生徒記録または教育記録から個人を特定できる情報を開示する前に、親または適格な生徒(18歳以上の生徒)の同
意を得ることを要求しています。 しかし、HIDOEは、親または適格な生徒が同省の手順に従い、反対の通知をしない
限り、事前の書面による同意なしに、適切に指定された「生徒情報」を開示する場合があります。  生徒情報の主な目
的は、HIDOEが生徒の教育記録に記載される情報を特定の学校の出版物に含めることを可能にすることです。 

生徒情報(一般的には有害とは見なされず、公開されてもプライバシーの侵害には当たらない)は、親または適格な生徒の
書面による事前同意なしに外部組織に開示される場合があります。 外部組織には、卒業記念指輪やを製造または販売す
る企業、卒業記念アルバムを作成する企業、評価またはカリキュラムを提供するオンライン教育ベンダー、および大学
への入学を奨励すること、奨学金の授与および/または募集、および/または財政援助の機会を促進することを限定として
目的とした高等教育機関が含まれますが、これらに限定されません。 学校が生徒に名札を付けることを要求する場合、
生徒情報は学校IDバッジに記載されます。 例は次のとおりです。 

• ドラマ制作における生徒の役を表示するビラ、
• 年次卒業記念アルバム、
• 優等生名簿またはその他表彰リスト、
• 卒業生プログラム、および
• レスリングなどチームメンバーの体重や身長など、スポーツ活動記録 。

生徒情報(一般的には有害とは見なされず、公開されてもプライバシーの侵害には当たらない)は、保護者または適格な
生徒の書面による事前同意なしに外部組織に開示される場合があります。 外部組織には、卒業記念指輪やを製造また
は販売する企業、卒業記念アルバムを作成する企業、評価またはカリキュラムを提供するオンライン教育ベンダー、
および大学への入学を奨励すること、奨学金の授与および/または募集、および/または財政援助の機会を促進すること
を限定として目的とした高等教育機関が含まれますが、これらに限定されません。 HIDOEは、監査、承認された研究
と評価、健康または安全上の緊急事態、教育記録の次の学校への転送、または送信元の学校への返送など、連邦およ
び州の法律に従って(FERPAに基づく例外を含む)生徒情報を公開します。 学校が生徒に名札を付けること要求する場
合、生徒情報は生徒の学校IDバッジに記載されます。 

さらに、2つの連邦法により、HIDOE(1965年初等中等教育法 (ESEA) の改訂版に基づいて支援を受けている)は、要求

に応じて、中生徒徒の名前、住所、電話番号リスト情報を軍の採用担当者に提供する必要があります。 ただし、親ま

たは適格な生徒が、事前の書面による同意なしに同情報を開示することを望まないことをHIDOEに通知した場合を除

きます。 HIDOEは生徒情報として次の情報を指定しています。 
• 生徒の氏名
• 住所
• 電話番号
• 生年月日と出生地
• 出席日（入学・退学日）
• 学年（クラス）レベル

• 公認活動およびスポーツへの参加
• 運動チームメンバーの体重と身長
• 優等学位と修了証明書（卒業証書など）を含む受
賞歴

• 以前に所属した教育機関、機関、または学校
• 卒業日

親また適格な生徒は、HIDOEが事前の同意なしに生徒の教育記録から生徒情報として指定された情報を開示すること

を望まない場合、その旨を示す、読みやすく、日付を記入され、署名がされた要求を学校に提出する必要があります。

オプトアウト要求は、学校年度中いつでも受理され、学校で受領した日から有効となります (以前の開示を含む資料が

再版されない限り、以前の開示は残ることになります)。 親または適格な生徒がオプトアウト要求を提出しない場合、

生徒の情報は、法律、規制、またはポリシーが当該開示を許可する範囲で、同意なしに開示される場合があります。

親または適格な生徒は、オプトアウトを選択した場合、事前の書面による同意なしに、大学、将来の雇用主、卒業記

念指輪または写真を提供する企業、およびその他の組織または個人への開示が防止されることに注意する必要があり

ます。 生徒の情報は、卒業記念アルバム、学校新聞、卒業式プログラム、スポーツ活動記録、優等生名簿などには掲

載されません。

「生徒情報の通知」は、HIDOEの生徒のプライバシーウェブページにあります:
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